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寺川と飛鳥川にはさまれた平野部は、大王の直轄地「倭屯倉」が置かれた場所とされ、王権の経済基盤を支える重要な地域でした。
み。＂

特に、保i掌・宮古遺跡、とその周辺は、現三宅町域から田原本町多にかけて分布したとされる屯倉地域の中心にあたり、古墳時代から

古代にかけての地域開発で重要な位置を占めたようです。

近年の発掘調査で、古噴時代の幕開けから古代、そして中世にいたるこの地域の変遷過程が明らかとなりつつあります。今回の企画

展では、2012年度の調査成果を基に、保津・宮古遺跡とその周辺で展開した古墳時代の集落変遷と水田開発の拡がりを採ります。

古償時代前期の集落と墓域

を有する遺跡で、古療時代中・後

期には吉績群が形成されます。

（調査期間〕

平成24年4月9～19日
（主な遺構〕

弥生時代後期．溝1条

古境時代初頭．

方形周溝墓？ 1基、

土坑1基、小海3条ほか

〔主な遺物〕

弥生土器、土師器、須恵器、

木製品など

町内でも古くから人が住

み始めた遺跡で、寺川と飛

鳥川に挟まれた一帯を代

表する集落です。

第1次調査では古I食時

代初頭の遺物が多量に

出土し、特に木製盾は、Ii

ぽ完全に復元できる良好

な資料です。

弥生時代の拠点、集落で、その a

後の古蹟時代・奈良時代の遺物

も多数出土しています。遺跡中

央には益3室長丙H・多神社が鎮
座します。

〔銅査期間〕

平成24年6月25日～26日

（主な遺構〕

弥生時代：湾2条
古策時代中期.；湾1条

〔主な遺物〕

弥生土器、土師器、須恵器、

亙器など

回百韮註悶E歪霊器商量－
古蹟時代前期の2条の
溝で方形に区画された集

落遺跡です。

平成21年度に実施し

た第15次調査では、古t費
時代の井戸から朱精製に

関係する遺物などが出土

しました。

それらの中から、保存処

理が完了した円板状木製

品を展示します。

弥生・古墳時代の集落や古代・

の水回、中世の居館跡などが確

認されている綾合遺跡です。

（調査期間〕

平成24年4月23日～7月17日
〔主な遺繊〕

古t資時代・竪穴住居5基
平安時代・井戸1基 ほか

〔主な遺物〕

縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、瓦、木製品

など

古代氏族秦氏の拠点があっ

たとされる遺跡で、現在も残る秦

楽寺は能楽ゆかりの寺院として

も有名です。

秦氏は渡来人の血を号｜く家系

ですが、この遺跡から韓式系の

土器が出土していることからもそ

の関係がうかがわれます。



寺川

展示関連遺跡位置図

． 速報展示調査地

． 展示関連調査地
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位協議調。サー

l羽子回遺跡の方形周溝墓 第37次調査
集落域中央で検出した古墳時代初頭の墓

羽子田遺跡では、これまでの調査から田原本小学校及びそ

の西側付近を中心に集蕗が拡がると想定していました。しか

し、集落想定範囲の中央には微低地があり、古墳時代初頭の

方形周溝墓も築造されていたことが明らかとなりました。古墳

時代初頭の羽子回遺跡はいくつかの居住域に分かれていたよ

うです。

羽子回遺跡第37次調査調査地全景（西から）

各澄織から出土した土器

左奥：弥生時代後期中頃の潟から出土した豊臣

中央：弥生時代後期末の井戸から出土した聾

右前：古t賓時代初頭の河暗から出土した重量

弥生時代末～吉積時代前期の羽子回遺跡



羽子田遺跡の盛衰 ｜ 
古墳出現前夜の奈良盆地では、多数の新しい集落が誕

生します。また、弥生時代を通じて地域の中核となった唐

古・鍵遺跡などの「拠点集落」の環濠が埋められ、衰退する

現象もみられます。

中国の史書「貌君、倭人伝」で倭国が大いに乱れたとされ

る時期に相当するにもかかわらず、緊張関係はあったもの

の奈良盆地周辺は安定して耕地を拡大し、生産力と経済

力を高めていくことに成功したようです。これを基盤として、

箸墓古墳に象徴されるヤマト王権が成立していったと考え

ることができそうです。

古墳時代前期の奈良盆地では、唐古・鍵遺跡をはじめと

する拠点集落の系譜をヲ｜く集落が地域開発の中核であり

続けるほか、新興集落の一部も他地域との交流を活発にお

こなう大きな集落へと発展しているようです。

弥生時代末期の新興集落の1つが羽子回遺跡です。弥

生時代中期と後期にも一時期集落が形成されますが、弥

生時代末～古墳時代前期に盛期を迎えます。

弥生時代末～古墳時代初頭（庄内期）には遺跡中央の

第31次調査地及び北部の第19次調査地で、次の古墳時

代前期前半（布留1～2式期）には遺跡全体で多数の井戸

が掘削されます。遺跡西部と南部には同時期の方形周溝

墓もみつかっています。

しかし、古墳時代前期末になると突如集落は終駕を迎

え、集落跡には直接40mの後円部をもっ前方後円墳が築

造されました。その後、古墳時代中期から後期にかけて小

規模な古墳が多数造られました。

・弥生時代から継続する集落
，， ，、， .，.ザノ

古績時代前期の集落と墓

木製品が出土した大形土坑（上）と木製品（左下）

（羽子回遺跡第19次調査）

直径3.6m、深さ1.6mの大形土筑から、鍬・露首などの農具・土
木具がまとまって出土しました。古t貰時代初頭（庄内期）に何ら
かの儀式がおこなわれたようです。
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i宮古北遺跡の祭紀遺物 第15次調査
保津・宮古遺跡の北西に隣接する宮古北遺跡では、古

墳時代前期前半に方形プランの2重周濠をもっ集落が形

成されたようです。l辺lOOm程度の居館で、あった可能性

もあり、内部構造の解明が待たれます。

なお、この区画の南に隣接する場所で井戸を検出して

いることから、区画外にも集務遺構は広がるようです。

第15次調査で出土した円板状木製品

平成21年度に出土し、平成22年度事業で保存処理を

おこなった古墳時代前期の円板状木製品を、今回初め

て展示します。

この木製品は、方形区画の南側に接する井戸から出

土したもので、長制lは54.5cmあります。中央には両側か

らの割り込みによる穴が作られています。

なお、井戸からは朱の精製に使われた可能性がある

鉢や小形の円板状木製品なども出土しています。

保津・宮古遺跡周辺の古策時代前期のi重傷

l十六面・薬王寺遺跡の方形周溝墓 試掘調査
宮古北遺跡の南側隣接地、十六商・楽王寺遺

跡の北西端で実施した試掘調査で、古墳時代初

頭の方形周溝墓とみられる講を検出しました。溝か

らは山陰系の台付無顎壷や紀伊産の輩などが出

土しました。宮古北遺跡の方形区画と時期的に近

接することから、両者の関係が問題となりそうです。

i脅から出土した土器

右奥が紀伊産の筆、

左手前が山陰系の台付無頭蓋

胸台部I草欠損後、研磨して使用しています。



｜保津・宮古遺跡と近隣の遺跡 ｜ 

戦前から「保津遺跡」の名で知られた弥生集落「保津・宮古遺跡Jの実態が徐々に明らかとなってきました。この遺跡

は、現保津集落の東側を中心とする弥生時代前期の居住域と、宮古池の北側を中心に広がる弥生時代末～古墳時代

前期前半の居住域の2つの地区で展開していたようです。その結果として、全体としては広い面積の遺跡となりますが、

実態は層住範聞をl時期毎に転々としている複合遺跡として理解することができそうです。

木製盾

宮古池の北側で実施した保津・宮古遺跡

第1次調査では、古墳時代初頭の井戸から

木製の盾がほぼ完全な形で出土しました。

盾の表面には細かい孔が多数若手たれ、糸の

ようなもので、補強・装飾されていた可能性が

あります。礼列の並び方を基に復元すると、

石上神宮（天理市）に所蔵される鉄製盾の

木製盾の文様復元図（左）と文機部拡大（右）

デザインに酷似していることがわかりました。 盾とともに出土した土器（保津・宮古遺跡第1次調査）

また、保津・宮古遺跡の北部に重複する常楽

寺推定地の第5次調査では、古墳時代前期前

半の井戸から山陰系の壷などの土器が出土し

ました。このほか、常古池の拡張時に弥生時代

後期～古墳時代初頭の土器も出土しています。

宮古池の北側付近が一定のまとまりをもった集

帯域となりそうです。

一方、保津・宮古遺跡の西部では、北西一南

東方向の構が弥生時代末頃に掘削されまし

た。総延長は500m以上あるとみられ、微高地を

縦断する水路のような役割が想、定されます。

井戸から出土した土器（常楽寺推定地第5次調査）
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l十六面・薬王寺遺跡の住居跡 第30次調査
十六商・薬王寺遺跡第30次調査では、

古墳時代前期後半の竪穴住居5棟以上、

井戸1基、土坑5基などからなる小規模な

集落を検出しました。この集落は古墳時代

中期初頭～前半（布留3～4式）にかけて

の短期間で鹿絶したようです。保i事・宮古

遺跡や宮古北遺跡でも同時期の集落遺

構がみつかっており、近接するいくつかの

集落が一体となって地域開発をおこなった

のでしょう。

調査では、滑石製臼玉や管玉等を製作

していたとみられる古墳時代前期末～中

期初頭頃の竪穴住居跡を検出しました。1

辺4mほどの小規模な竪穴住居で、すが、玉

の朱成品や失敗品などが多数出土しまし

た。また、隣接する小土坑から滑石の素材

剥片が出土しました。県内の王製作遺跡と

しては比較的古い事例です。

古場時代前期末～中期の集落（上が北）

1号住居遺物出土状況（北から）

1号住居などから出土した滑石製玉類未成品

右列がi骨石製管玉朱成品、中央手前が臼玉製品汲び
未成品。奥列lま住居に隣後する小土筑から出土した滑石の
繁材。
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井戸から出土した土器

井戸SK・3154からは、古t費時代中期初頭（布留3式頃）
の土器が多数出土しました。

土筑から出土した土器

隅丸長方形の土抗SK・3160からは、古t費時代中期前半
｛布留4式t頁）の土器が多数出土しました。

古墳時代前期後半の集落再編

古墳時代前期後半になると、纏向遺跡、の遺構が減少し、オオ

ヤマト古墳群では新たな大王墓の築造がなくなり、主な大王墓は

盆地北部、そして河内地域で築かれるようになります。

この現象は、集落の再編という形で‘奈良盆地全体に大きく影

響したようです。弥生時代以来続いていた拠点集落の系統を引

く集落は大半が大幅な衰退をみるほか、羽子回遺跡のように集

落域から古墳の築造される纂域へと変化する遺跡、もみられます。

一方、保津・宮古遺跡や十六薗・薬王寺遺跡では古墳時代中・後

期の比較的まとまった集落遺構が検出されています。

奈良盆地中央では、古墳時代前期末に全長200mの大型前

方後円墳「島の山古墳Jが築造されました。葛城地域の馬見古

墳群の一部とする意見もありますが、近年では大和川水系の重

要地点を抑えたヤマト王権に深く関わる人物の纂とも考えられて

います。羽子回遺跡や保津・宮古遺跡でみられた集落の変化は、

この古墳の築造も大きく影響していたかもしれません。

---'111 

奈良盆地の古策時代中期集落と主な古墳
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l多遺跡で出土した初期須恵器 第25次調査
多追跡は、弥生時代を通じて栄えた拠点集務です。この

遺跡は、多くの弥生時代以来の拠点集落が古墳時代前期

で衰退するのに対し、古墳時代～奈良時代にも縦続すること

が確認されています。

遺跡の中心には、古代氏族「多氏Jの祖などを杷る式内

大社「多坐弥志理都比古神社Jが鎮座し、多氏の椋拠地

だ、ったとされます。ただし、多遺跡が直接多氏に関わる遺跡

となるかどうかは判っていません。

追跡北端での下水道工事に伴って実施した第25次調査

では、古墳時代中期の構から韓式系土器や初期須恵器を

含む多数の土器が出土しました。古墳時代の多遺跡の繁栄 土師器高杯

の一端を知ることができる貴重な資料となりそうです。

土師器甑 緯式系土器

i十六面・薬王寺遺跡の韓式系土器 第30次調査
十六面・薬王寺遺跡第30次調査では、古墳時代中

期頃の包含層から練式系土器が出土しました。

調査地は、古墳時代中期前半の集落廃絶後、河川

の氾濫原となって厚い包含層が形成されます。最終

的には飛鳥時代に河川が固定化して耕地となります

が、それまでの過程で古墳時代中期後半～古墳時代

後期の土器や馬の遺体が投棄されることもあったよう

です。

今回出土した韓式系土器は、集落廃絶後に投棄さ

れた造物のーっとして捉えることができそうです。ただ

し、中期前半の集落に伴う造物た‘った可能性もあり、詳

細な時期の検討が必要となりそうです。

初期須恵器



渡来系文物の流入 ｜ 
韓式系土器が出土する遺跡

古墳時代には、大陸からの玄関口となった河内なと令の大阪湾沿岸、ヤマト王権の政治的中心地となった奈良盆地内

各地に大陸からの渡来人が数多く居住しました。

田原本町でも唐古・鍵遺跡、多遺跡をはじめ、秦楽寺遺跡や保津・宮古遺跡などで韓式系の土器が出土しており、

渡来人との関わりをうかがわせます。このように渡来人により大｜径の技術・知識が大量に持ち込まれたことも、この地域が

発展してきたこととは無関係ではないでしょう。

唐古・鍵遺跡

唐古・鍵遺跡、第84次調査では古墳時代後期の

方墳がみつかり、その周最から須恵器とともに韓式

系土器が出土しました。

写真の韓式系土器は広口短頚壷で、朝鮮半島

西南部から持ち込まれたものと考えられます。

秦楽寺遺跡

秦楽寺遺跡第4次調査では、古墳時代の須恵器

とともに韓式系土器が出土しています（写真手前の

破片7点）。

この遺跡は渡来人の血をヲ｜く古代氏族である衆

氏と深い関わりがあると考えられており、渡来人や渡

来系士器を知るためにさらなる調査が待たれます。

保津・宮古遺跡

保津・宮古遺跡第29次調査でみつかった落ち込

みの肩から、土師器や須語、器に混ざって韓式系土

器の食（写真左端）が出土しました。朝鮮半島西部

（百消）のものと思われます。

また、ともに出土したこれら須恵器の時期は5世紀

中頃と考えられ、l封原本町内の須恵器としては最も

古い部類に入ります。
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l十六面・薬王寺遺跡の耕作遺構 第30次調査
十六商・薬王寺遺跡第30次調査では、幅20m前イ炎の蛇行

する河川と、これに注ぐ古墳時代末頃の小講を検出していま

す。小溝は耕作に関わる導水路とみられ、4～5世紀の集落

が廃絶した後の調査地は水田となったことがわかります。

15療時代末頃の湾（束力、ら：上）とi脅から出土した土務（右）

また、飛鳥時代にも河川から分岐する水路とそれに直交

する小溝群が掘削されました。これも水回耕作に関わる遺構

で、しよう。

飛鳥時代の耕作関連遺構（北西から）
”同
ーー；；；；；；！

｜飛鳥時代の土地整備 JI 

飛鳥時代は、多数の渡来人と共に中国大陸からさまざまな知識がもたらされ、国家の体制が急速に整備されていった

時代です。中国の都城に倣って方位を意識した宮都が造営され、奈良貧地全体に計画道路が整備されていったのもこの

時代です。

飛鳥時代の田原本｜｜町周辺は、飛鳥の都からやや離れた場所であり、遺跡数も減少します。ただし、宮古北遺跡では倉

庫群がみつかっており、何らかの官術的な施設が設置されていた可能性があります。



いぐし

第2卜レンチ大溝出土 斎串

なお、条里制地割りに一致する東西

方向の大前日条が河跡の西側及び東

側で、みつかっており、耕地開発にとも

なって開削された可能性があります。粂

里地割りを意識した構が都城域を大き

く離れた田原本町域で掘削されたこと

のもつ意味は非常に大きし、と考えられま

す。消’からは土師器・須恵器のほか、斎

串3点も出土しました。

大溝及び河跡から出土した土器

第2トレンチ 飛鳥時代の大溝（東から）

右から2点目は大溝から、その他は河跡から出土した。

十六蘭・薬王寺遺跡北部の第8次調査では、飛鳥時代前後の水田遺構がみつかっ

ています。洪水により流された砂が水田を被うことで、偶然当時の水田面がそのまま

残ったもので‘す。北西一南東方向を主制lとする畦畔と、牛馬及び人の足跡を確認しまし

た。水聞は1区間が小さく、弥生時代以来の小区画水田だ、ったようです。

12 
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i十六面・薬王寺遺跡の建物群 第30次調査
奈良時代には、飛鳥時代に引き続いて宮古北遺跡で建物群が検出されているほか、保津・宮古遺跡西部でも多数の建物跡を

検出しています。この地区では、発掘調査で硯や墨書土器など当時の役人前に関わる造物が出土しています。保津・阪手道と筋

違道が交差する交通の要衝として、官街的な施設が置かれていた可能性があります。

宮古北遺跡や保津・宮古追跡の南側に隣接する十六面・薬王寺

遺跡第30次調査では、飛鳥時代の河跡が埋没した後に多数の建物

が建てられていたことが判明しました。北東に隣接する保津・宮古遺

跡でも、飛鳥～奈良時代の建物群が見つかっていますが、これらの

建物群の性格はわかっていません。

なお、検出した奈良時代の柱穴から、平瓦片のほか蓮華文の軒
まるがbら

丸瓦l点が出土しました（右下写真）。柱の沈下を防ぐ根がらみとし

て転用されたもので、同様の目的で瓦片を敷き詰めた柱穴があわせ

て3基J確認されています。

柱穴に埋められた護

1 間四方の建物の柱穴から出土した~です。外反する口録音Eの特徴から、河
内地域で流通したタイプと考えられます。

幸子丸瓦

磁石のかわりとして柱穴の底に讃

かれた奈良時代の軒丸瓦です。特

徴的な文様l;t、平城宮の東院などに

出土例がありますが、なぜ十六菌・薬

王寺遺跡で出土したのか、今後の検

討が必要です。

奈良市教育委員会f平城京・藤原京出土軒丸瓦形式一覧J1998
より6075Aの軒丸瓦



｜庄園の発達 I 

平安時代後期には、中央貴族の力が衰え、寺

社勢力が増大した結果、奈良盆地全体で興福寺
ぞうえSぬんのし£う

雑役免庄が増加します。
〈訟かぞの仲l.i’

保津・宮古遺跡周辺では、現保津領に中薗i庄

が、宮古領に池辺庄の田地が広がっていました。

両者は式下郡・十市郡の郡界となる保津・阪手道

できれいに分かれています。

なお、現宮古池周辺は庄園の空白地となって

います。中世の集落選構が多数検出されるため、

屋敷地となっていたようです。

一方、十六面集落とその周辺は庄園の空白地

となっています。平安時代後期以来の集落遺構

はみつかっていますが、何らかの事情により興福

寺の庄図には取り込まれなかったようです。

f興福寺雑役免庄I干付帳（1070年）Jによる
庄園の分布様式図

平安時代後期の井戸（十六面・薬王寺遺跡第21次調査）

平安時代前期の井戸

十六面・薬王寺遺跡第30次調査では、10世紀頃の井戸1基

を検出しています。直径2目5m、深さl.4mで、曲物容器を3段以

上積み重ねて井戸枠としていました。

田原本町周辺の平安時代前期の様子はあまりわかっていま

せんでしたが、本調査地では奈良時代の建物群に引き続いて

平安時代前期にも何らかの施設が存在した可能性があり、そ

の位世づけを検討する必要があります。

十六面・薬王寺遺跡第21次調査では、平安時代後期の遺構とし

て、曲物を7段以上重ねた井戸枠をもっ井戸、墨書のある山茶碗や

箸・扇子などが出土した素掘りの井戸などを検出しています。この

地区の遺跡の性格は未だよくわかっていませんが、箸や扇子を用

いるやや身分の高い人物が屋敷を構えていた可能性があります。

このほか、平安時代後期の遺構としては、保i掌・宮古遺跡の各地

で井戸などを検出しています。集落域としてのまとまりはまだ発生し

ていない可能性がありますが、次第に集村化が進んで鎌倉時代の

集村、室町時代の環濠集落へと発展することになります。
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凡例

十六函・薬王寺遺跡鉱鋸鯛査
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